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観光情報学の体系 におけるコンテクス ト論の位置づ けについて
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摘 要

観 光情報学 とい う学問上 のター ムは,未 だ確 定的な定義 が与 え られてい るわ けではない。本稿では,観 光情報

学の学問的発展のために,観 光概念 の基礎 に立 ち返 って,観 光情報学の定義付 けを行 う。その上で,シ ステ ム論

とコンテ クス ト論の両面か ら観光情報学 の検討 を行 うが,こ こでは特 にこれまであま り重視 されて こなかった コ

ンテ クス ト論の観点か ら,観 光情報学の掘 り下げを試 みる。具体的 には,映 画や ドラマ といった伝統的な観 光開

発手法に加 え,マ ンガ ・アニメそ して ゲーム といった新 しい コンテ ンツについて も観 光開発 の可能性 を探 る。 こ

れ らの検討 を通 して,こ れ までの メデ ィア コンテ ンツ論か ら一歩踏 み込 み,観 光を通 じた コンテ ンツの コンテク

ス ト化が行 われ る可能性 があるこ とにも言及 したい。

1.「 観 光 」 とは 何 か?

「観光 とは何か?」 とい う問いは,観 光 を学ぶ ものに

とっては じめの関門 となる とともに,研 究の ゴール と

も言 えるもので ある。観光 に関す る代表的な定義 とし

て,日 本では観光政策審議会が出 した,「余暇時間の中

で,日 常生活圏 を離 れて行 う様 々な活動で あって,触

れ合 い,学 び,遊 ぶ とい うことを 目的 とす るもの」が

知 られてお り,標 準的な定義 となってい る。また 日本

における観光の監督 官庁 も,旧 運輸省(現 国土交通省)

であ り,日 本 にお ける観光 は,移 動手段(足)と ホテ

ル(枕)を 中心 に語 られ てきた と言 えよ う。 さらに,

UNWTO(世 界観 光機 関)は,国 際観 光にお ける観 光を,

「訪 問地 内で報酬 を得 る活動 をせず に,余 暇,仕 事そ

して他 の 目的で,通 常の活動範 囲か ら外 に出て,一 年

以内の連続 した旅行や滞在 をす る人 の活動 と捉 えて

い る1)。

いずれ もよく知 られ た観光 の定義概念で あ り,そ れ

自体が正 しい とか間違 ってい るな どの判 断対象 になる

わ けではない。 しか し,観 光の定義は このよ うな物理

的な移動 に本質 があるのであろ うか?

イ ギ リスの社 会学者 ジ ョン=ア ー リは,観 光 の本質

を 「異な る文化 の 目で対象 を見つめ ること(い わゆる

「観光のまな ざし」論)」 と考 えてい る2)。言 うなれ ば,

清報の受容や伝 達を観光 の欠 くべか らざる核 心 と捉 え

てお り,移 動や宿泊 といった行動は,異 文化に触れ る
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ための必然 的な付 随的行動 と考 えてい る。 アー リの考

え方は,多 くの観光学者 に多大 な影 響を与え,現 在 も

その影響 は無視 できない ものが ある。言 うなれ ば,情

報学の観 点か ら観 光の定義 を捉 え直す必要に迫 られ て

い るのであ る。 この ような事情 を背景 として,筆 者 は

"観 光の情報学 的定義"と して
,「日常では得 られ ない

情報刺激 を,非 日常空 間で受容 し,自 己啓発を図ろ う

とす る営為 」とい う新 たな る観 光概念 を提唱 している。

「自己啓発 」 とい う言葉 が入 ってい る理 由は,観 光を

単な る 「物見遊 山」や 「見物」 な どと異な る概念 とし

て定義づけ るためである。旅に出る ことによって,「気

づか なかった 自己や 自己の属す る文化の再発見や検証

をお こな うこと」が観光 の意義 であるか ら,観 光行動

は当然 「目か ら鱗 」が落 ちるよ うなものであって しか

るべ きであ る。そのよ うな観 光が与える効果 を 「啓発」

とい う言葉で表 している。

もちろん このよ うな定義が観光の唯一絶対の定義付

けで ある と断言す るわけではない。筆者が提唱す る観

光 の定義 は,あ くまで情 報学の観点か ら見た観 光の持

つ性格付 けの一つ にすぎない。 ただこれ まで,情 報学

の観点 か ら観光が語 られ ることがほ とん どなかったた

めに,新 しい情報学的観 点か らの観光 の分析 が必要で

ある と言 うこ とを述べておきたい(1)(2)。

25



lI.観 光情報学の対象

観 光 を 「日常では得 られ ない情報刺激 を,非 日常空

間で受容 し,自 己啓発 を図ろ うとす る営為」 と定義 し

た場合,必 然的に観 光を情報学 の側面 か ら研究す る必

要が出て くる。観 光情報 学 とは,観 光 とい う営為に関

連す る情報 の,発 生 ・流 通 ・利用 ・影響 ・蓄積 ・消滅

の全過程 を対象 とす る学問領域 であるが,具 体的に ど

こまで を射程 としているのであろ うか。

観光 シー ンでは,様 々な情報 が様 々に流通す る。 典

型的な情報伝達のパ ター ンは,以 前 ガイ ドブ ックが担

っていた もので あ り,ホ ームペ ージや メールマガ ジン

によってサプ ライヤーか ら提供 され る情報で ある。 通

常,ユ ビキタスに関係 す る情報 学者 が観光情報 につい

て考 える とき,こ のガイ ドブ ック的な情報 が どこにい

て も得 られ る とい う意味で,ユ ビキタス時代 の観光 を

語 ろ うとす る。 しか しなが ら,我 々が観光行動 を起 こ

す際 に参考 にす るのは,と りもなお さず ロコミであ り,

現地 に行 った人々の生の評価 を重要視 してい る。また,

江戸期 の伊勢参 りブームで も見 られ た行為形式 であっ

たが,日 本人 は観光行動についての記録 を後 に語 り継

ぎ,そ れ に情報 を付 け足す とい う行動様式 を有 してい

る3)。同様 に,旅 先で先人の記憶に 自己の思いを重ね る

観光行動 は,和 歌 にお ける 「本 歌取 り」な どに典型的

に見て取れ る。つま り日本お けるユ ビキタス観光の核

心 は,掲 示板やプ ログを用いた時間 と空間を超越す る

ビジター 間の情報流通であ り,特 定の地域 に関す る情

報 を重ねてい くこ とによ り,先 人か らの啓発 を受 け ら

れ る点 に求 め られ るべ きで あろ う。 また,過 去 の訪 問

者 は新 しい訪 問か らの情報発信 に よって,相 当の時 間

を経過 してか ら過去 の観 光行動に関す る新 たなる啓発

を受 ける可能性 もある。 とすれば,観 光情報学 が取 り

扱 う情報 の射程 は,ま ず,ビ ジター問情報 にある と言

わなけれ ばな らない。

また,図1に ある通 り,我 々が観 光行動 を起 こす際

に,現 代 ではネ ッ トワー クを通 じて様 々なサー ビスを

申 し込む。そ して,そ こで入力 され た顧 客デー タは,

これ まで各ホテルや レス トランで個別 に有 していた。

しか し現在で は,顧 客情報 は,XMLに よって業者 を越

えて結合 され,大 規模 な個別 マーケテ ィングが可能 に

な る 。 こ れ は 現 在,CRM(CustomerRelationship

Management)と 呼 ばれ,マ イ レー ジサー ビス等 ですで

に実現 しつつ ある。観 光情報 学では,こ の種 の業者間

デー タのや りと りも研究 の対象 となる。

つま り,ネ ッ トワークが整備 され る以前 は,サ プ ラ

イヤーか らコンシューマー に一方的に情報 が提供 され

ていたにすぎなかった ものが,今 や,コ ンシューマー

問で も,そ してサプライヤー 間,さ らにはサプライヤ

ー とコンシュー マー の間で も相互に情報 が流通 してお

り,観 光情報学 ではこれ らの情報の流通をすべ て検討

の対象 とす ることとなる。
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川.観 光情報学 の体系 とコンテクス ト論

II.で は観 光情報学 の射程 にっいて検討 した。本章
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では,観 光情報学の持 つ内容 そのもの と,そ の体系に

っいて考 えたい。

筆者 は観光情報学の体 系が大 きく2系 統 に別れ ると

考えている。 これまで示 してきた図解 の中で,情 報内

容を伝達す るた めの手段に関す る研究 を観光情報 シス

テムと呼び,内 容 に関係 す る研 究を観光情報 コンテ ク

ス トと定義す る。観 光情報システムについ ては,別 稿

で詳 しい論考 があるた め,本 章では コンテ クス トの内

実について詳 しく論究す る4)5)。

3.1観 光情報 コンテクス ト論 とは何か

情報の持つ意味 内容 は"コ ンテンツ"と い う言葉で

一般に表 され る。具体的な コンテ ンツの種類 として,

一般 に小説 ,映 画,テ レビ番組,漫 画,ア ニメー シ ョ

ン,ゲ ームな どがあげ られ る。 これ らの コンテ ンツが

観光動機 になるこ とも多 く,シ ステムに続 く観光情報

学の柱は コンテ ンツで あると言えるかも しれない。

しか し,観 光行動 は一回性 の ものではない。 ある観

光行動は次の観光行動 を誘発す る。 た とえば,井 上靖

の 「風林火 山」 に触発 されて川 中島 を訪れ た者 は,武

田二十四将の真 田幸隆 に感銘 を受け る可能性 がある。

その場合,次 の行動 としては,池 波正太郎 の 「真 田太

平記」 を読み,上 田を訪れ るか も しれない。 このよ う

に,あ る観 光 コンテ ンツが,次 の観 光行動 を誘発 し,

コンテ ンツ とコンテ ンツが観 光行動 を軸につながる こ

とは多 くの旅行者 が経験 してい る。 そ うであ るとすれ

ば,観 光 コンテンツをそれぞれ単独 の存在 として扱 う

のではな く,意 味を持 ったコンテ クス トとして研 究の

対象 にす るべきであろ う。

次節以降では,ま ず観光動機 にな りうるコンテ ンツ

を順 に取 り上げ,観 光動機 としての コンテ クス トの可

能性 にっいて検討す る。

3.2映 画 ・ドラマ

映画 は重要な観 光動機 とな りうる。特に 日本人 の場

合,計 量的 に明 白に映画 を観光動機 と して観 光行動 を

とる ことが実証的に証 明 されてい る6)。実際に,小 樽 を

舞台 とした岩井俊二監督 ・中山美穂主演のrラ ブ レタ

ー」や
,尾 道 を舞台に した大林宣彦監督の作品群 は,

観光誘客 に役立っている。

テ レビ ドラマの観光に与えるコンテ ンツ としての特性

も,映 画 と非常 によく似 ている。 あえて,違 い を考 え

るとすれ ば,テ レビの場合少 な くともワンクール(約

3ヶ,月),長 けれ ば大河 ドラマの よ うに一年 がか りで コ

ンテ ンツが放送 され るため ,映 画 よ りも影響の現れ方

は長期 にわた るといわれ る。 ただ しこの性 質を実証 的

に研究 した成果は今の ところ無 いた め,研 究の進化 が

望 まれてい る。

映画や ドラマが誘 客を促進す るた め,各 自治体 では

フィル ムコ ミッシ ョンを作る ことによって,撮 影受付

窓 口を一般化す るとともに,地 域住民 と撮影 クルー の

摩擦 を回避 しよ うとす る試み も見 られ る。

また海外で は,映 画を観 光誘客 のた めに戦略的に利

用 して いる。た とえば,香 港理 工大学 の名誉教授 を務

めるジャ ッキー=チ ェンは,自 己の出演作品 を香港 の

観光振興 に役立て るべ く,企 画段 階か ら観光誘 客への

波及効果 を考 えてい る。海 外の観 光学研究 においては,

映画 の ロケ 地 を観 光 資 源 の 一 つ と して 捉 え,film

tourismやmovietourismと い う名称 で講義 材 料 に して

いる ところもある7)。

しか し,こ の種の観 光形態が抱 える問題点 について

も言及 してお く必要が ある。 映画や ドラマが観光誘 客

に与え る影響 は,決 して永続的で はない(3)。短期 的に

コンテ ンツが誘客促進に機 能 した として も,観 光地そ

の ものに リピー ター を獲得す る魅力 がない場合,観 光

地 としての地位 を持続 させ ることは難 しい。具体的 に

は,フ ジテ レビ系で放映 された 「北の国か ら」で著名

になった富良野 の入客数は,ド ラマの特別編 が放送 さ

れ た時期 ときれ いな相関 を持って増減 を繰 り返 してお

り,最 終回以 降の観 光客数 は減少傾 向にある8)。また 「冬

の ソナタ」 の ロケ地 であった春川 も急速 に観光客数 を

減 らしている。逆に,「 ちゅらさん」等 で有名 になった

小浜 島は,石 垣 を起点 とした八重山離 島観光 のブー ム

に乗 ってお り,コ ンテ ンツに頼 らない観光振興 が実現

してい る9)。重要 なことは,ブ ーム に乗 じてや ってきた

一見客 を リピーター に変身 させ ることである
。 コンテ

ンツ観 光を企画す る場合 は,初 期の段 階で客を リピー

ター化 させ る具体的仕掛 けを用意す る必要が ある。

この種 の観 光形態 は,成 功例 しか報告 され ないた め,

地方の 自治体職員 は ロケ誘致 に熱心であ るが,コ ンテ

ンツ観 光は,必 ず成功す る と限 らない とい うことも留

意 してお く必 要がある。 コンテ ンツその ものが ヒッ ト

しない場合 は もちろんであるが,コ ンテ ンツが ヒッ ト

した と して も,観 光客が訪れ ない こともままある。 た

とえば,「 最終兵器彼 女」は,原 作 の一次 コンテンツが

大 ヒッ トし,二 次 コンテンツ としてその実写版 が小樽

を舞台 に作 られた ものの,こ のコンテ ンツに よって小

樽市 の入れ込みが増 えた とは言 えないlo)。また,日 本

邦画史上最大の ヒッ ト作 品である 「踊 る大捜 査線2レ

イ ンボ ーブ リッジを閉鎖せ よ!」 は,建 設 中の第二京
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阪道路上で行われてい るが,「踊 る2」 とい うコンテン

ツに惹かれて ここを訪れ る人は寡 聞に して知 らない。

この二つの例か ら,導 き出 され る論理的帰結 としては,

「観光 とは何か?」 とい う根 元的問いに対す る別の面

か らの一つの答 えであ る。観 光の定義 の一つ として,

社会学の世界か らは 「イメージの消費」 とい うとらえ

方 が され る場合 がある11)。コンテ ンツ観 光の場合,こ

の定義が非常に よく当てはま り,観 光客 は劇 中の人物

に 自分 を重ね合わせ た り,ス トー リー を追体験す るな

どして楽 しむ。 したがって,じ っく りとイ メージを消

費で きない コンテ ンツの場合,誘 客 に貢献でき るかは

疑わ しい。香港 も毎年 多数 の映画が撮影 されてい るが,

ア クシ ョン映画が主であ り,ス トー リー性の高い もの

は総制作本数 か ら考 えれ ばや は り少ない。アクシ ョン

映画 を見た として も,わ ざわ ざロケ地の現地まで行 っ

て 「イメージの消費」 を行 うか とい う点 を考え ると,

内面 を啓発す るた ぐいのコンテ ンツに比べれば必然的

に少な くな るはず である。 いわば コンテ ンツ観 光の場

合,基 本的には観光 に適 したコンテ ンツでない限 り観

光への波及 効果 が望 めないこ ととなる。 コンテンツの

性 格を見極 め,フ ィル ムツー リズ ムに適 した コンテ ン

ツの特性 につ いてよ り研究 を深めてい く必要が ある。

3.3映 画祭

映画に関連す る観光資源 としては,映 画祭 について

検討 を深 めてお く必要が ある。観 光のまち としてエネ

ル ギー革命後 の再生 を 目指 した夕張は,著 名 な映画祭

を育て上げた。 ただ し,観 光政策 として このプ ロジェ

ク トが成 功 したかは疑問が残 る12)。滞在型 の映画祭 を

行 う場合,宿 泊施設 を作ればその維持経 費が負担 とな

る。地方都市 の場合,新 た に宿泊施設 を設 けず,周 辺

諸都市 の宿泊施設 との連携 によ り会場へ のアクセス を

確保 し,新 設ハー ドの負担 を極 限まで減 らす こ とが重

要 となる。 また地方都市の場合は,映 画祭 で誘客す る

場合,プ レミア上映 などのア ピール ポイ ン トが必要で

あるが,そ のための経費は大変大き く,東 京の代理店

を通 じて先方 との交渉 とな るため,地 元 に金が落 ちず,

東京ヘ ス トローの よ うに経 費が吸い出 され て終わ るこ

とも多 い。

大都市 開催 の場合,年 間 を通 じたイベ ン トの設計を

行 う際 に,他 のコンベ ンシ ョンの狭 間に期 間を設定す

る ことができるため,地 域 の コンベ ンシ ョンビュm

一 に とって使いやすい観 光資源 となる
。実際,ア ジァ

最大 の映画祭 といわれ るプサ ン国際映画祭 は,港 湾経

済都市 であるプサ ンの滞在 客数 が少 ない時期 に文化イ
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ベ ン トとして展 開 したた め,無 理な く拡大 に対応す る

ことができた。

現在 日本 の映画祭 は数十 あるが,運 営に行 き詰 まって

い るもの も見 られ る。成功 した映画祭 の要素 を抽象化

して取 り出 し,経 営学的視点か ら分析 を加 え,ノ ウハ

ウを汎用化す る必要があ ると言 えよ う。

3.4ア ニメ ・マンガ

アニメやマ ンガ は,今 や 日本の観 光資源 として確立

している。秋葉原 については,"萌 え"の 聖地 として,

世界 各国か らファンが"巡 礼"に 訪れ る。 アキバは も

はや,電 気 の街で はな く,独 特のポ ップカルチ ャーの

発信地 である13)。

しか しなが ら,単 独 のアニメ ・マ ンガの コンテ ンツ

が地域 の観光振興 に役 立った例 は非常 に少 ない。 先進

事例 として は,鳥 取県境港 の 「水木 しげるロー ド」が

挙 げ られ るが,こ れは水木氏 が出身地 に対す る 「恩返

し」 の意味で コンテ ンツや キャラクター を用いた地域

振興 を認 めてお り,ビ ジネスモデル と して一般 化でき

るわけではない。

最近 の事例 と しては,マ ンガ 「らき☆すた」の登場

人物 が宮司 を務め るとい う設 定で作 品中に登場す る鷹

宮神社のモデル となった鷲宮神社 に,突 然参拝客が急

増す る とい う現象が生 じてい る14)。この参拝 客の急増

について,当 初は諺 しがっていた住民た ちも確 かに存

在 した15)。しか し,地 元商工会議所 な どは,こ れ を好

機 と捉 え,積 極 的な地域振興策 を次々 と打ち出 し,2008

年初 めの話題 を集 めてい る16)。「らき☆す た」は,1.2.

で考 えた 「追体 験」や 「イ メー ジの消費」が行 われ に

くい コンテ ンツであるが,「 らき☆すた」にまつ わる観

光行動は,フ ァンが同時代 に同一体験を共 有 して楽 し

む とい う性格 を有 してお り,そ れ故単な る 「追体験」

や 「イ メージの消費」 を越 えた観 光の楽 しみを味 わ う

ことが可能である。

なお,非 常に有名 なアニ メコンテ ンツの舞 台 となっ

ていなが ら,そ れ を観光資源 と して十分 には生 か し切

っていない地域 も存在す る。 た とえば,邦 画史上第二

位 の配給収入 を稼 ぎ出 した 「もののけ姫」 にはた た ら

場の シーンが登場 し,こ の シー ンのモチー フは 日本 に

唯一現存す るたた ら製鉄の施 設か ら着想 を得 たもので

あ る。 ところが,現 地(現 在 の島根 県雲南市吉 田町)

はすでに高齢化 と過疎化が進 んでお り,も ののけ姫の

舞台 となってい ることが潜在 的に大 きなPR効 果 を有

している ことや,観 光開発のための ソー ス として有用

であ ることが理解 されていない。地元 の複数 の博物館



を訪れて も,特 にものの け姫には言及 され ていない の

である。 これ では宝の持 ち腐 れ と言って も過言 ではな

い 。

以上 よ り,ア ニメやマ ンガ を用いた観 光振興 の今後

の可能性 を探 ってみたい。アニメや マンガはもはや 日

本の主要産業 として確立 してお り,政 府 もその地位 向

上を図ろ うとしてい る。 これまで,コ ンテンツ産業 は

文化庁 と経済産業省が 中心 となって波及効果 を考 えて

いたが,ア ニメやマ ンガが現実に観光動機 として機能

してい る以上,国 土交通省 や今 後設置 され る官公庁 に

おいて も,サ ブカルチ ャー系の コンテンツを対象 とし

た観光の開拓 に務 めるべ きであろ う。 またアニメやマ

ンガでは,著 作権 をは じめ とす る権利構造 が複雑 に錯

綜 しているため,コ ンテ ンツホルダー との交渉 を行 え

る人材 を早期 に育て ることが重要 である。

3.5ゲ ーム

ゲームは,現 代の 日本 の コンテンツ産業 において大

きな地位 を占めるものの,未 だ,ゲ ー ムが観光動機 と

なった事案 は見いだせない。 しか し,だ か らとい って

ゲームが観光 に対 して持ち うる潜在 的力 を過小評価 し

てはな らない。

ゲームは観光 に関 して,次 の3点 で大きな可能性 を

持 っている。

一つは
,バ ーチ ャル リア リテ ィ技術 と体感力 の向上

によって擬i似的な観光が可能になっている点 である。

現実には不可能 な首都高速 を使 ったカー レー スも,ゲ

ームの上ではすで にシ ミュレー トされ てお り
,単 に道

路 を再 現 したばか りでな く,現 実世界 にある看板まで

ほぼそっ くりに表現 されてい る。 これ は三次元 のカー

ナ ビゲーシ ョンシステムや各種 のデ ジタル シテ ィプ ロ

ジェク トの進化 か らも理解で きる論点 であ り,我 々 は

すでに現実世界 がそのまま再現 され たサーバー ワール

ドを,視 点や速度 を変化 させ つつ歩 きまわるこ とが可

能 にな ってい るのである17)。そ して,た だ単 に疑似世

界 を歩 くだけでな く,Wiiな どの体感型 ゲー ム機 はさ

らな る観 光の可能性 を広げて くれ る。観光地 ではボー

トに乗 ることもあるであろ うし,乗 馬 な ども楽 しむ か

も しれない。旅先で初 めて経験 した り,ま た旅先で し

か経験 しないスポー ツをは じめ とす るアクテ ィビテ ィ

は実は大変多 い(4)。Wiiな どで擬似的に体験 したバー チ

ヤル リア リテ ィは,リ アルでの追体験 の需要 を惹起す

る。テ レビの旅番組 でも同様の刺激が期待 できるであ

ろ うが,実 体験 を伴 わない メデ ィア刺 激は,実 体験 を

誘発す る力を有 している。今後,ゲ ーム ソフ トによる

誘 客は無視 できない領 域に成長 してい くと考 えてい る。

バ ーチャル リア リテ ィの研 究者 はそのよ うな事態 を想

定 して研究 を進 めてい くべ きであろ う。

ゲー ムが観光 に与 えるであろ う新 しい影響の二っ 目

として,ニ ンテ ン ドーDSを は じめ とす る携帯ゲーム機

の可能性 について考 えてお く必要 がある。国土交通省

は,す でにニ ンテ ン ドーDSの 持つカ を認 めてお り,"ま

ちめ ぐりナ ビプ ロジェ ク ト"に お けるDSを 用いた実

験 を支援 してい る。 第一期 の実験 はすで に 日本橋で行

われ,メ デ ィアの注 目を集 めた18)(5)。DSを ベースに考

えた場合,携 帯ゲーム機 は,観 光 シー ンでい くつかの

期待 をもたれてい る。 単純 には,こ れ まで のガイ ドブ

ックやガイ ドマ ップの代 わ りとして使われ ることであ

るが,よ り本質的な観 光ツール としては,通 信機能 を

用 いたDSの 使用が期待 され よ う。通信機能があ るこ

とによって,あ る特定の場所や時間 に的 を絞った誘導

やマーケテ ィングが可能 になるばか りか,ユ ーザー同

士 の感動 の共有 も実現 できる。モバイル観光は これ ま

でも携帯電話 を中心に研 究 され てきてはいたが,劇 的

な成功例 は未 だ存在 してい ない19)。タッチペ ンとい う

ポイ ンテ ィングデバイス とユ ーザー 間通信機能を標 準

で有 してい るDSは,ブ レイ クスルー になるか も しれ

ない。

以上,WiiとDSが 大 きな潜在 力を有 してい ることを

述べ たが,こ の潜在力 を開花 させ るためには,具 体的

なコンテ ンツの開発が必要である。現在の ところ,観

光 に直結 した キラー コンテンツな りキラー アプ リケー

シ ョンは開発 されていない。今後 の進展が期待 され る。

3つ 目のゲー ムが観 光に与 え うる影響 として,直 接

観光 シー ンには関わ らない ものの,ま ち作 りシ ミュレ

ー シ ョンについてのゲームの可能性 につい ても触れて

お きたい。都市設計のシ ミュ レー シ ョンゲーム と して

は,SimCityが 有名 であ り,多 くのユーザーを獲i得し

ている20)。この ゲー ムはすで に教育用の応用研 究が進

んでお り,日 本ではまだ少 ない ものの,欧 米 を中心に

土木 ・建築系の コースで使 われ てい る21)。最新版で は,

都市交通 のシ ミュ レー シ ョンがメイ ン となっていて,

観 光開発 の観点 か らは ソフ ト開発 がな され てい ない。

観 光系の学部 ・学科が増加 し,さ らに一般 の人た ちの

観 光まち作 りへ の関心が高ま ってい る昨今,観 光 開発

機能 を持 ったSimCityの 開発が望まれ る。

3.6文 学

コンテンツ とい う言葉 が出現す る遙か以前 より,詩

や 小説 とい うジャンル の知的財産は存在 してお り,こ
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れ らに触発 された観 光行動 は数多 く見 られた。文学は,

文字が生み 出されて以来,脈 々 と続 いているコンテ ン

ツの発生形態で あ り,古 くか らの歴 史を持 っている。

い くっ かの例 を示せ ば,岩 手県の花巻 市は宮沢 賢治 を

用 いた町お こ しを行 ってお り,誘 客の 目玉 としている。

また,島 根 県松江市 は小泉八雲 に関連す る施設 を観光

資源 と して重要視 してお り,実 際それ らに惹かれ て訪

れ る客 も多い。

こ うした文学 を観 光動機 とした誘客 は どの よ うな特

徴 を持 ってい るので あろ うか。 それ は,映 画や ドラマ

等 の映像 コンテ ンツに比べて,長 期 的な観光動機 とな

っている とい う点で ある。前述の通 り,映 像 メデ ィア

に よる誘客 はブー ムがす ぎれ ば入れ込み数 が激減す る

例が多 く,ブ ームにあわせ て観光振興 を図 ることは難

しい。 また,小 説 の場合,コ ンテ ンツの著作権が切れ

て,パ ブ リック ドメインに入 っている場合が多 く,地

元 は権利処理 を しな くて もかな り自由にコンテ ンツの

利用がで きる。

短所 として は,映 画や ドラマな どが行 うメデ ィア ミ

ックス的キャンペー ンの手法が とれない とい う点 が挙

げ られ る。 あ くまでもすで に著名 となった作品に,あ

とか ら観光 開発 をす るこ とになるた め,計 画的な観光

振 興の題材 としてあ らか じめ仕込んでお くことは事実

上不可能である。 文学作 品の場合,代 理店 による宣伝

等 によってブームを仕掛 ける ことは,他 のメデ ィア と

比べてやは り難 しいため,偶 発 的に生 じた ヒッ トをあ

とか ら利用す る とい う観 光開発の形態 を とることは,

ある種やむ を得ない と言える。

文学 を観光振興の コンテ ンツと して使 う際の注意点

として,「 こ じつけ」の観光資源 に してはな らないよ う

に留意す る必要 がある。本項 で例に挙げた小泉八雲 の

松 江居住や,ま た夏 目漱石 の熊本や松 山におけ る活動

も確 かに短い ものであったが,そ の地で得 られた経験

は創 作活 動の核 心部分 を形成 している。 したがって,

作家の滞留時間の長短 は,観 光開発 に当た って重要な

要件 になるわ けではない。 コンテンツ観光 の核心は,

映画 の項で も述べた よ うに 「イメー ジの追体験」で あ

るため,観 光開発 を行 うに当たっては,作 者 が当地で

どのよ うなイ ンスパイア を受 けたのか とい う点につい

て,ビ ジター にア ピールす る必要が出て くる。 い くつ

かの文学館 では,単 に有名作家が滞在 していた ことを

「奇貨」 とし,ハ コの建設 を行 つてい るが,観 光の本

質 を情報刺激 と捉 える筆者 のよ うな立場か らは,意 味

のない観 光開発 であるため,展 示 の再検討が望まれ る

もの も多い(6)。

表1主 要な作家と観光開発の例

宮沢賢治 花巻市

小泉八雲 松江市

夏 目漱石 熊本市,松 山市

林芙美子 尾道市

石川啄木 函館市

島崎藤村 小諸市,南 木曽地方

辻仁成 函館市

また,文 筆のみな らず,様 々な面 で才能 を発揮 した

竹 久夢二 は,い ろい ろな女性 を伴 って全国 を旅 してい

るため,津 々浦 々に夢二 に関連 した観 光施設 が作 られ

てい る。 しか し,そ の地が創 作活動 に どの よ うな刺激

を与 えたのか とい う点 について詳 しい説 明がな され て

いない もの も多 くあ り,夢 二 の追体験 と しての観 光行

動 を逆に難 しくしている。

3.7ま とめ

以上,こ こまで,各 種 コンテンツ と観光 の関係 を概

観 してきた。マルチ メデ ィアが進化 した現在,実 は3.2.

か ら3.6.の 区分 も便宜的な ものにす ぎない。映画 はゲ

ームに脚色 され
,後 にノベ ライズ され ることもよ くあ

る。 しか し,マ ル チメデ ィア と して コンテンツを生 か

す戦略の中で,観 光応用 が語 られ ることは少ない。 コ

ンテ ンツを観 光行動上 の コンテ クス トとして理解 し,

ビジネス展開でき る人材 を育て る必要があろ う。

iv.お わ りに

2008年1月1日 現在,日 本の観 光教 育にお いて,観

光情報 とコンテ クス トを体系的に教授す る講座 は存在

していない。観光 系学部学科において,情 報学 が講 じ

られ ることは確 かにあるが,そ れがアプ リケーシ ョン

ソフ トの使 用に とどまっているこ とも多い。観 光の持

つ本質的側 面の一つに情報刺激 がある以上,情 報 シス

テ ム とコンテ クス トか らなる観光情報学の確 立 と学術

的地位 の向上が待 たれ る。
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(注)

(1)こ の 定 義 で は,観 光 の持 つ 大 きな 柱 の 一 っ で あ る リゾー

トが漏 れ て しま うとい う懸念 が あ る か も しれ な い。 しか し,

情 報 学 的視 点か ら観 光 を再 定 義す る こ の試 み で は,リ ゾー

トも十 分 に カバ ー す る こ とが で き る。 リゾー ト観 光 は,日

常世 界 の喧 喋 を後 に し,心 身 を リフ レ ッ シュ させ る効 用 を

持 つ。 リゾー ト観 光 に お い て は,日 常 の 業務 に 関 わ る情 報

が ビジ ター を 刺激 して い な い とい う意 味 で,「 シ グナ ル の

無 発 生 」とい う意 味 で の 日常で は関 知 で きな い刺 激 が送 ら

れ て い る と考 え る こ と もで き る。そ の シ グナル が送 られ て

いな い状 況 は,ビ ジ ター を リフ レ ッシ ュ させ る た め,そ こ

ではや は り 「啓 発 」 とい う作 用 が認 め られ る の で あ る。ま

た,リ ピー ター の リゾー ト観 光 で あっ て も,全 く新 た な情

報 刺激 を 受 け な い とい う状 況 は,実 際 に は ほ とん どな い。

新 しい 食物 に接 す れ ば,そ れ は 大 き な 情報 刺 激 で あ る し,

旅 先 で の他 の ビジ ター との 会 話 な ども 情 報 刺 激 とい って

良い。

(2)近 年 の観 光 の と らえ方 は,UNWTOに お い て も,民 間 べ

一 ス に お い て も
,hospitalityを 中心 に お い て い る。 また 民

間 べ 一 スで は,国 際観 光情 報 学 会(IFITT)がICTを 用 い

たhospitalityの 向 上 につ い ての 研 究 会 を提 案 して い る し,

ア ジ ア にお いて は 香 港理 工大 の観 光 学 部 がhospitalityを 中

心 と した教 育 を試 み て お り,こ の 方 向性 は 中 国全 ± に波 及

しつつ あ る22〕23i。 日本 で も 同様 の傾 向 が 見 られ,京 都 本

来 の もて な しの 心 を"hospitality"と 表現 す る研 究 者 も存 在

して い る24)。 国 内の 多 くの 新 設観 光 系 学部 ・学 科 に お い

て は ホ ス ピ タ リテ ィが キー ワー ドにな って い る が,首 都 大

の 当該 専 修 で は,現 在 ま で学 内検 索 サ イ トで"hospitality"

も,そ して"ホ ス ピタ リテ ィ"も 全 く ヒ ッ トしてお らず,

大 変特 徴 的 な性 格 を有 して い る。

(3)も ち ろ ん,「 ローマ の休 日」や 「旅 愁 」 な ど,作 成 後 数 十

年 を 経 て も観 光動 機 と して 機 能 して い る コ ンテ ン ツ は少

数 存 在 す る。 しか しな が ら,ロ ーマ や ベ ネ チ ア は,コ ンテ

ン ツ に依 存 しな く と も観 光 地 と して 成 立 してお り,決 して

コンテ ン ツ に依 存 した観 光 地 で は な い。コ ンテ ン ツそ の も

の に依 存 して成 長 した観 光 地 の場 合,本 文 中 に述 べ た よ う

に リ ピー ター獲 得 の た め の手 段 を講 じな けれ ば,短 期 で そ

の地 位 を失 って しま うの で あ る。

(4)か くゆ う筆 者 も,日 本 で は違 法 とな る実 弾 ライ フル射 撃

を サイ パ ンで合 法 的 に体 験 して い る。

(5)残 念 な が ら,首 都 大 学東 京 の会 計 制 度 で は ニ ンテ ン ドー

DSを 購 入 で き な いた め,こ の 種 の 実験 に組 織 的 に参加 す

るこ とはか な り難 しい。

(6)こ の点 で,観 光 開発 の面 か ら,函 館 市 の 函館 市 文 学館 は,

方 向性 を改 め るべ き で あ る と考 え る。 同館 は,石 川 啄 木 を
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メインコンテンツとしているが,啄 木が函館でどのような

影響を受けたとい う点への言及がなされていない。一般に

啄木の創作活動 に函館が大きな影響を与えているとい う

評価も少ないため,来 館者が啄木のイメージを消費するこ

とを難 しくしている。さらに,函 館に強い影響を受けた地

元出身の辻仁成についての展示がほとんど無いため,地 元

にゆかりのコンテンツを生かしているとは言い難い。
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